
-Ｎｅｔを含む 22 団体が再生可能エネルギーによって過剰なＣ
Ｏ２を減らしライフスタイルを変えてこうとする活動の展示の様子を報告します。 
 

５月の地球市民村の参加団体 ‖PV-Net は５－Ｄ光と水のエネルギー広場に参加） 

５－Ａ ドングリの森バオバブの森 ‖ドングリの会） 

５－Ｂ 子どもと話そう館   ‖子どもの虐待防止ネットワーク・あいち） 

５－Ｃ こころの再生・祈り館 （世界宗教者平和会議日本委員会） 

５－Ｄ 光と水のエネルギー広場

 

‚«‚È ŠÏ——ŽÔ ‚ª‚
‚æ

‚¤‚ÈƒpƒrƒŠƒIƒ“‚ª 6つあります。広場を囲んで左回りにＡＢＣＤＥと。 
PV‐Net の光と水のエネルギー広場はＤパビリオンと自由の広場が活動の場所です。国内 15
団体、海外７団体が集うユニットです。 
 
② 光と水のエネルギー広場 展示パビリオン 

パビリオンの中をご  
入ると左手には海外団体の展示があります。

y）のＣＯ２ＧＩＭ（あなたはどのくらいＣＯ２を出しているか？）かなり時間がか

かるのにもかかわらず取り組む人も多く見受けられました。 
国内はエコ住宅、足温ネΝ�6

ア テ�6Sｫテ紲Sｩ�やれ ��



声が上がります。スタンプラリーのために素通りするお客さんをパビリオンに呼び込む効果が





一番最初に飛び込んでくるのがＰＶ-Ｎｅｔのソーラカーのサーキット、お日様が真上にあると
くるくると勢いよく回ります。大人も子どもも目を輝かせてあつまります。



 
右は太陽光発電が載っている小屋               ２つの小屋を後から撮影 

�&雕X�9j�｢ﾍィド8の永ﾈ





を予感できるこのひと月の集いでした。お疲れ様でした。そして貴重な体験をありがとうござ

いました。 

  

（万博ボランティア 東京地域交流会 関沢ひろみ） 
 


